
　かねてから「所有者が分からない土地が増えて困る」という声を聞くことが多く、公共

事業用地を取得するにも所有者が不明で、所有者の把握に多大の時間と費用を要したりと

交渉が難航することが多々あります。公共事業の用地取得のみならず、農地の集積・集約化、

森林の適正な管理上でも問題となって来ております。

　空家についても2013年現在、全国で820万戸の空家が存在し、今後、世帯数の減少により

2033年には2,150万戸まで急増すると見込まれています。

　所有者不明土地問題研究会が本年6月に公表した調査結果によると、全国の不明率は約20％

で、この不明率を地目別面積に掛け合わせ、所有者不明土地と考えられる面積に換算すると

410万haに相当すると推計されます。福島県の面積が約138haですから、比較すると所有者

不明土地が、どれだけ膨大な面積であるかが分かります。

　所有者不明土地問題は、管理が不適切で生活環境の悪化にも繋がることから適切な対応が

必要となります。管理が不適切であると防犯・防災上の観点からも課題となって来ます。

今後、大量の相続が発生することが見込まれるため、その前に、一定の整理をしておかなけ

ればならないとして所有者不明土地問題研究会が検討を進めて行きます。

　　

第128号

冬になると赤い実のなる木を見かけますが、千両と万両と南天の違いは
何でしょう。

○千両・・千両はセンリョウ科で、幹はほとんど枝分かれせずに真っ直ぐに
伸びて行きます。葉は対生、長楕円形で縁にギザギザがあります。
実の付き方は、上向き。

○万両・・万両はヤブコウジ科で、幹はほとんど枝分かれせずに真っ直ぐに
伸びて、先の方で小枝を出します。葉は互生、千両よりも小さめの
長楕円形で縁には波形のギザギザがあります。
実の付き方は、垂れ下がっている。

○南天・・南天はメギ科で、幹の先端にだけ葉が集まって、葉は互生。
実の付き方は、先端にまとまってぶどうの房のように赤い実がなる。
南天は縁起の良い木とされています。また、南天の葉には殺菌作用
があり、南天の実はのど飴にも使われているようです。

一番わかりやすい違いは、実の付き方のようです。
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